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▲西村副部長に要求書を手渡す岡本委員長

▲竹信三恵子さんによる講演

▲柚木康子さん

　

府
本
部
は
、
５
月
１５
日
、

第
３
回
男
女
が
と
も
に
担
う

府
本
部
委
員
会
を
京
都
市
・

こ
ど
も
み
ら
い
館
で
開
催
。

今
回
は
、「
選
択
的
夫
婦
別

姓
制
度
」
を
テ
ー
マ
に
、
参

加
し
た
委
員
１３
人
で
意
見
交

換
を
行
っ
た
。

　

冒
頭
、
増
永
委
員
会
事
務

局
長
よ
り
、
日
本
人
の
結
婚

に
対
す
る
意
識
や
結
婚
す
る

夫
婦
の
９６
％
が
夫
の
姓
と
な

っ
て
い
る
現
状
、
世
界
各
国

の
結
婚
事
情
、
日
本
に
お
け

る
結
婚
後
の
姓
に
つ
い
て
の

裁
判
例
を
紹
介
。
そ
の
後
４

グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
意
見

を
出
し
合
っ
た
。

　
「
▼
日
本
で
は
女
性
が
男

性
の
姓
を
名
乗
る
の
が
当
た

り
前
の
意
識
に
な
っ
て
い
る

▼
現
状
で
は
、
別
姓
に
し
た

方
に
デ
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
た

め
、
法
制
度
に
問
題
が
あ
る

と
わ
か
っ
て
い
て
も
変
え
る

こ
と
が
で
き
て
い
な
い
▼
男

性
側
や
家
庭
の
意
識
改
革
が

必
要
▼
そ
も
そ
も
戸
籍
制
度

が
問
題
で
は
な
い
か
。
住
民

票
が
あ
れ
ば
戸
籍
は
不
要
な

の
で
は
▼
現
行
法
上
、
事
実

婚
で
子
が
生
ま
れ
た
ら
認
知

届
が
必
要
に
な
る
。
不
合
理

だ
▼
選
択
的
夫
婦
別
姓
を
意

識
し
て
、
職
場
で
は
じ
め
て

通
称
名
を
使
っ
た
女
性
職
員

が
い
て
、
そ
の
後
職
場
で
通

称
名
の
使
用
が
広
が
っ
て
い

　

府
本
部
は
５
月
２１
日
、
西

脇
知
事
あ
て
の
２
０
２
４
男

女
平
等
社
会
実
現
を
求
め
る

要
請
書
を
、
西
村
美
紀
文
化

生
活
部
副
部
長
（
男
女
共
同

参
画
担
当
）
に
提
出
し
た
。

　

要
請
内
容
は
、
府
内
の
男

女
平
等
参
画
に
関
す
る
条
例

・
計
画
の
推
進
や
特
定
事
業

主
行
動
計
画
の
目
標
達
成
に

向
け
た
取
り
組
み
周
知
、
非

正
規
労
働
者
の
均
等
待
遇
・

処
遇
改
善
等
働
き
が
い
の
あ

る
。
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
の
存
在

は
重
要
▼
そ
も
そ
も
、
ど
ち

ら
か
の
姓
を
選
ぶ
必
要
を
な

く
し
、
ま
っ
た
く
別
の
第
３

の
姓
を
選
べ
る
よ
う
に
な
れ

ば
公
平
だ
」
な
ど
様
々
な
意

る
職
場
環
境
の
整
備
な
ど
１５

項
目
。

　

あ
ら
ゆ
る
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

の
防
止
、
府
子
育
て
環
境
日

本
一
推
進
戦
略
の
推
進
に
向

け
た
男
性
職
員
の
育
児
休
暇

・
休
業
、
女
性
の
人
権
保
護

の
観
点
か
ら
小
中
学
校
で
の

性
教
育
の
充
実
な
ど
、
市
町

村
へ
の
助
言
や
情
報
提
供
な

ど
を
求
め
た
。

　

府
本
部
は
７
月
に
府
男
女

共
同
参
画
課
と
交
渉
を
行
う
。

見
や
考
え
方
が
出
さ
れ
、
参

加
者
同
士
が
お
互
い
の
思
い

を
共
有
し
た
。

　

日
本
に
お
け
る
現
状
は
前

述
の
通
り
だ
が
、
世
界
で
は

ア
メ
リ
カ
や
カ
ナ
ダ
な
ど
が

「
選
択
的
夫
婦
別
姓
制
度
」

を
導
入
し
て
い
る
ほ
か
、
フ

ラ
ン
ス
な
ど
が
導
入
し
て
い

る
「
原
則
別
姓
」、
イ
タ
リ

ア
や
タ
イ
が
導
入
し
て
い
る

「
統
合
型
」
な
ど
が
あ
る
。

戸
籍
制
度
に
基
づ
き
、
夫
婦

が
一
方
の
姓
に
な
る
制
度
を

採
っ
て
い
る
の
は
、
先
進
国

で
は
日
本
だ
け
だ
。

　

女
性
の
社
会
進
出
、
活
躍

が
進
み
、
女
性
の
み
が
不
利

　

自
治
労
本
部
が
主
催
す
る

は
た
ら
く
女
性
の
集
会
が
４

月
２０
～
２１
日
に
自
治
労
会
館

で
開
催
さ
れ
、
京
都
か
ら
３

名
が
参
加
し
た
。

　

は
じ
め
に
木
村
副
執
行
委

員
長
は
「
女
性
の
家
事
労
働

負
担
が
減
ら
ず
評
価
が
低
い

こ
と
も
、
保
育
・
介
護
に
従

事
す
る
労
働
者
の
労
働
条
件

が
低
位
に
置
か
れ
て
い
る
要

益
を
被
る
現
在
の
制
度
に
対

し
、
司
法
の
場
に
お
い
て
も

憲
法
第
２４
条
「
平
等
権
」
を

争
点
に
訴
訟
が
起
き
て
い

る
。
こ
れ
ま
で
の
最
高
裁
の

判
決
で
は
、「
夫
婦
が
同
じ

姓
と
な
る
こ
と
に
現
行
法
上

不
合
理
性
は
な
い
」「
基
本

的
に
は
結
婚
す
る
両
性
の
話

し
合
い
で
決
め
ら
れ
て
い
る

た
め
平
等
権
に
反
し
な
い
」

と
し
な
が
ら
も
、「
現
在
の

社
会
状
況
に
照
ら
し
合
わ
せ

て
不
合
理
が
生
じ
て
い
る
と

す
る
な
ら
ば
、
立
法
府
（
国

会
）
に
お
い
て
議
論
さ
れ
る

ほ
か
な
い
」
と
し
て
い
る
。

保
守
化
し
て
い
る
今
の
状
況

因
だ
。
課
題
を
認
識
、
共
有

化
し
粘
り
強
く
訴
え
よ
う
」

と
あ
い
さ
つ
。
続
い
て
川
辺

女
性
部
長
は
「
女
性
労
働
者

は
増
え
て
い
る
が
２
人
に
１

人
は
非
正
規
労
働
者
。
人
員

不
足
の
た
め
女
性
や
高
齢
層

を
非
正
規
で
安
く
雇
用
し
よ

う
と
し
て
い
る
。
誰
か
が
我

慢
し
た
り
嫌
な
思
い
を
し
た

り
し
な
い
よ
う
に
職
場
の
課

を
打
破
す
る
た
め
に
も
、
国

会
で
の
議
論
を
求
め
て
い
く

必
要
が
あ
る
。

　

今
回
出
さ
れ
た
意
見
等
に

題
に
取
り
組
み
た
い
」
と
集

会
提
起
を
行
っ
た
。

　

基
調
講
演
で
は
、
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ス
ト
の
竹
信
三
恵
子
さ

ん
を
講
師
に
『
男
女
平
等
は

進
ん
だ
の
か
～
女
性
活
躍
、

女
性
版
骨
太
方
針
の
課
題
』

と
題
し
た
話
を
聞
い
た
。「
世

間
で
は
男
女
平
等
が
進
ん
だ

と
思
っ
て
い
る
が
、
政
権
は

何
を
狙
っ
て
い
る
の
か
。
ケ

ア
労
働
者
な
ど
の
賃
金
が
低

く
、
命
に
関
わ
る
仕
事
は
ス

ト
ラ
イ
キ
が
で
き
な
い
で
い

る
。
あ
ま
り
に
も
重
要
な
仕

事
な
の
に
賃
金
が
低
く
払
う

側
も
受
け
取
る
側
も
賃
上
げ

が
で
き
て
い
な
い
。
利
用
者

・
地
域
を
巻
き
込
ん
だ
賃
金

改
善
も
有
効
だ
」と
訴
え
た
。

次
に
行
わ
れ
た
テ
ー
マ
ご
と

つ
い
て
は
、
７
月
に
実
施
予

定
の
京
都
府
男
女
共
同
参
画

課
と
の
交
渉
で
共
有
し
て
い

く
。

の
分
科
会
で
は
参
加
者
同
士

で
意
見
交
換
を
お
こ
な
っ

た
。

　

２
日
目
は
、「
女
性
の
権

利
を
国
際
基
準
に
！
女
性
労

働
運
動
で
均
等
待
遇
の
実

現
！
」
と
題
し
て
女
性
差
別

摘
発
条
約
実
現
ア
ク
シ
ョ
ン

共
同
代
表
の
柚
木
康
子
さ
ん

か
ら
記
念
講
演
を
受
け
た
。

外
資
系
企
業
に
入
社
し
て
か

ら
の
労
働
組
合
運
動
と
日
本

企
業
と
合
併
し
て
か
ら
の
女

性
労
働
者
軽
視
の
社
風
。
組

合
活
動
家
と
な
り
、
女
性
の

権
利
を
獲
得
す
る
た
め
の
女

性
労
働
運
動
の
リ
ー
ダ
ー
と

な
っ
た
長
い
年
月
の
た
た
か

い
を
話
し
た
。「
女
性
差
別

撤
廃
を
訴
え
た
裁
判
で
は
１

割
も
勝
て
ず
、
裁
判
所
や
裁

判
官
が
考
え
方
を
変
え
て
く

れ
な
い
と
法
律
も
社
会
も
政

府
も
変
わ
ら
な
い
。
女
性
が

働
き
続
け
、
声
を
あ
げ
続
け

る
こ
と
が
大
事
」と
訴
え
た
。

少
し
ず
つ
で
も
仲
間
と
と
も

に
声
を
上
げ
る
事
が
大
切
だ

と
感
じ
る
集
会
だ
っ
た
。

　

娘
が
「
ち
い
か

わ
」
と
い
う
漫
画

の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

に
熱
心
だ
。
漫
画

で
は「
ち
い
か
わ
」

「
ハ
チ
ワ
レ
」「
う
さ
ぎ
」

の
３
キ
ャ
ラ
の
わ
ち
ゃ
わ
ち

ゃ
し
た
日
常
が
描
か
れ
る
▼

オ
ト
ン
も
い
っ
ぺ
ん
み
て
み

と
ア
ニ
メ
を
観
せ
ら
れ
た
が

ほ
の
ぼ
の
し
た
雰
囲
気
の
中

に
な
ん
と
も
言
え
な
い
独
特

の
世
界
観
が
醸
し
出
さ
れ
て

お
り
人
生
で
起
こ
り
う
る
喜

怒
哀
楽
と
い
っ
た
感
情
表
現

が
や
わ
ら
か
い
タ
ッ
チ
で
絶

妙
に
描
か
れ
て
い
る
▼
今
こ

の
「
ち
い
か
わ
」
が
世
代
を

超
え
て
大
人
気
と
な
り
そ
の

関
連
商
品
が
爆
発
的
に
売
れ

に
売
れ
ま
く
っ
て
い
る
の
だ

▼
ハ
チ
ワ
レ
が
お
気
に
入
り

の
娘
の
身
の
回
り
は
衣
食
住

に
関
す
る
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る

コ
ラ
ボ
商
品
で
溢
れ
か
え
っ

て
お
り
マ
ハ
ラ
ジ
ャ
と
結
婚

し
た
ん
か
い
！
と
思
え
る
ほ

ど
の
つ
ぎ
込
み
よ
う
で
あ

る
。
お
ま
け
に
東
京
に
あ
る

カ
フ
ェ
へ
わ
ざ
わ
ざ
足
を
運

ぶ
な
ど
枚
挙
に
い
と
ま
が
な

い
中
オ
ト
ン
に
も
そ
の
余
波

が
▼
仕
事
着
の
胸
元
に
３
キ

ャ
ラ
の
ワ
ッ
ペ
ン
を
貼
ら
れ

て
ハ
チ
ワ
レ
の
ハ
ン
カ
チ
ま

で
持
た
さ
れ
る
始
末
。
不
謹

慎
な
！
と
職
場
の
窓
口
で
お

叱
り
を
受
け
る
と
思
い
き
や

意
外
と
お
母
さ
ん
た
ち
に
受

け
が
い
い
の
に
驚
く
今
日
こ

の
頃
で
あ
る
。�

（
日
出
）

　
男
女
平
等
参
画
の
取
り
組
み
は
、
通
年
の
取
り
組
み
と
し
、
①
労
働
組
合

の
男
女
平
等
参
画
、
②
職
場
の
男
女
平
等
の
実
現
、
③
男
女
平
等
の
法
制
度

・
社
会
環
境
の
整
備
の
実
現
を
め
ざ
し
て
い
る
。
と
く
に
６
月
は
政
府
や
連

合
で
男
女
平
等
、
自
治
労
で
は
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
の
推
進
に
む
け
た
集
中
し

た
取
り
組
み
が
行
わ
れ
、
府
本
部
と
し
て
も
「
男
女
平
等
推
進
集
中
月
間
」

と
し
て
推
進
闘
争
に
取
り
組
む
。

　
府
本
部
は
、
京
都
府
や
市
長
会
、
町
村
会
に
対
す
る
申
し
入
れ
を
行
い
、

ま
た
６
月
８
日
に
は
作
家
ア
ル
テ
イ
シ
ア
さ
ん
を
講
師
に
学
習
会
を
開
催
す

る
。誰
も
が
安
心
し
て
働
く
こ
と
の
で
き
る
職
場
環
境
の
構
築
を
め
ざ
そ
う
。

6月は男女平等推進集中月間

誰もが安心して働き続けられる
職場環境の構築を

男
女
が
と
も
に
委
員
会
で
意
見
交
換

京
都
府
に
男
女
平
等
要
請
書

は
た
ら
く
女
性
の
集
会
に
参
加

日
時
：
６
月
８
日（
土
）１４
：
００
～
１６
：
００

場
所
：
キ
ャ
ン
パ
ス
プ
ラ
ザ
京
都

講
演
：「�

ジ
ェ
ン
ダ
ー
知
ら
な
き
ゃ�

ヤ
バ
イ
時
代
が
や
っ
て
き
た
」

講
師
：
ア
ル
テ
イ
シ
ア
さ
ん（
作
家
）

男
女
が
と
も
に
担
う
府
本
部
学
習
会

女
性
の
働
く
権
利
確
立
へ

女
性
の
働
く
権
利
確
立
へ
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▲要求書を提出する森本闘争本部長 
　（中央）と滝川公企評議長（左）

▲１１チームが参加し、熱戦を繰り広げた

▲八幡市職労ＶＳ福知山市職連

▲自治労京都市職ＶＳ京交労組 ▲京交労組・タッチ

　

要
求
内
容
は
、
安
定
的
な

提
供
に
向
け
た
体
制
づ
く
り

や
人
員
確
保
、
技
術
継
承
の

課
題
、
会
計
年
度
任
用
職
員

の
処
遇
改
善
な
ど
１３
項
目
。

回
答
交
渉
は
秋
を
予
定
し
て

い
る
。

　

す
べ
て
の
単
組
に
お
け
る

現
業
・
公
企
職
場
の
課
題
解

決
に
は
、
現
場
の
声
を
反
映

し
た
要
求
書
の
提
出
が
重
要

と
な
る
。
現
業
・
公
企
統
一

闘
争
の
解
説
は
左
記
Ｑ
Ｒ
コ

ー
ド
か
ら
の
動
画
を
参
照
い

た
だ
き
、
各
単
組
で
の
要
求

書
提
出
を
お
願
い
し
た
い
。

ら
な
い
こ
と
か
ら
、
地
域
実

情
に
応
じ
た
公
共
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
が
で
き
る
現
業
・
公

企
職
場
の
人
員
確
保
と
取
り

組
み
強
化
が
重
要
と
な
っ
て

い
る
。

対
応
で
改
め
て
、
現
業
・
公

企
職
員
の
必
要
性
と
重
要
性

が
明
確
に
な
っ
て
い
る
。
特

に
近
年
は
物
価
高
や
人
件
費

の
上
昇
等
に
よ
り
、
民
間
委

託
導
入
が
コ
ス
ト
削
減
に
な

　

府
本
部
は
４
月
２３
日
、
西

脇
府
知
事
あ
て
の
２
０
２
４

現
業
・
公
企
統
一
闘
争
要
求

書
を
山
﨑
自
治
振
興
課
長
に

提
出
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
や
災
害
時
で
の

　

府
本
部
は
５
月
１８
日
、
軟

式
野
球
の
部
予
選
を
八
幡
市

民
ス
ポ
ー
ツ
公
園
グ
ラ
ウ
ン

ド
で
開
催
し
た
。
６
チ
ー
ム

が
参
加
し
準
決
勝
ま
で
の
４

試
合
を
行
っ
た
。

　

決
勝
戦
は
６
月
１５
日
。
福

知
山
市
職
労
と
京
交
労
組
が

同
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
近
畿
大
会

へ
の
出
場
を
か
け
て
た
た
か

う
。

1コート 京田辺市職 自治労京都
市 職 K C Z

自治労京都
市職デストラ

自治労京都市職
デベロップメン

京都交通労組
烏丸営業所

試
合
数

勝
　
ち

分
　
け

負
　
け

勝
ち
点

得
　
点

失
　
点

得
失
点

順
　
位

京田辺市職 〇
3 - 0

〇
6 - 1 2 2 0 0 6 9 1 8 1

自治労京都市職
KCZ

×
0 - 3

〇
2 - 1 2 1 0 1 3 2 4 -2 3

自治労京都市職
デストラ

×
1 - 2

〇
4 - 2 2 1 0 1 3 5 4 1 2

自治労京都市職
デベロップメン

×
2 - 4

×
1 - 2 2 0 0 2 0 3 6 -3 5

京都交通労組
烏丸営業所

×
1 - 6

〇
2 - 1 2 1 0 1 3 3 7 -4 4

2コート 亀岡環境労組
かめおかZERO

井手町職・宇治
田原町職合同

京都交通労組
タ ッ チ

京都交通労組
梅 津 支 部

八幡市職労
エンバイロメンツ

自治労京都市職 
サステナブル

試
合
数

勝
　
ち

分
　
け

負
　
け

勝
ち
点

得
　
点

失
　
点

得
失
点

順
　
位

亀岡環境労組 
かめおかZERO

×
3 - 5

〇
2 - 0 2 1 0 1 3 5 5 0 4

井手町職・宇治
田原町職合同

〇
3 - 1

×
1 - 2 2 1 0 1 3 4 3 1 3

京都交通労組 
タッチ

〇
5 - 3

〇
2 - 0 2 2 0 0 6 7 3 4 1

京都交通労組 
梅津支部

×
1 - 3

×
1 - 2 2 0 0 2 0 2 5 -3 5

八幡市職労 
エンバイロメンツ

×
0 - 2

×
0 - 2 2 0 0 2 0 0 4 -4 6

自治労京都市職
サステナブル

〇
2 - 1

〇
2 - 1 2 2 0 0 6 4 2 4 2

　

府
本
部
は
５
月
１１
日
、
１４

回
目
の
フ
ッ
ト
サ
ル
大
会
を

開
催
。
会
場
の
八
幡
市
市
民

体
育
館
に
は
、
１１
チ
ー
ム
１

１
４
人
が
集
ま
っ
た
。

　

試
合
は
２
ブ
ロ
ッ
ク
に
分

け
た
予
選
リ
ー
グ
を
行
っ
た

後
、
得
失
点
差
で
各
リ
ー
グ

１
位
と
な
っ
た
京
田
辺
市
職

と
京
交
労
組
・
タ
ッ
チ
に
よ

る
決
勝
戦
を
行
っ
た
。

　

結
果
は
、
京
交
労
組
・
タ

ッ
チ
チ
ー
ム
が
優
勝
し
、
準

優
勝
は
、
京
田
辺
市
職
チ
ー

ム
と
な
っ
た
。

　

府
本
部
は
今
後
も
組
合
員

同
士
の
交
流
を
深
め
る
た
め

の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く

の
で
積
極
的
な
参
加
を
お
願

い
し
た
い
。

京都交通労組・タッチが優勝

5月18日（土）

第1シード

第2シード

6月15日（土）

第44回京都府本部大会 軟式野球

八 幡 市 職 労

京 田 辺 市 職

宇治田原町職・
城南衛管労組

福知山市職労
優
　勝

京 都 交 通 労 組

自治労京都市職

Bグラウンド

Ａグラウンド

Ａグラウンド

（10：00）

0  ‐  

0

×
じ
ゃ
ん
け
ん
◦

0 ‐ 2

3 ‐ 15
4  ‐  
8

府本部スポーツ大会

フ
ッ
ト
サ
ル
大
会

軟式野球大会
決勝戦は、
福知山市職労ＶＳ京交労組

スポーツを通じてスポーツを通じて

京
都
府
に
要
求
書
を
提
出

現業・公企
統一闘争

1コート1位 2コート1位

優勝準優勝
京田辺市職 京都交通労組・タッチ1 - 2決勝戦

仲間との交流仲間との交流

自治労きょうと 2 0 2 4 年 6月1日・1 5日合併 （第三種郵便物認可） 第 8 7 9 号（ 2 ）　


